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議長（髙橋正治君） ただいまから、平成２３年第３回片品村議会定例会を開会します。 
本日の会議を開きます。 

 
    午前１０時０５分  開会 

─────────────────────────────────── 
日程第１ 会議録署名議員の指名 

 
議長（髙橋正治君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、３番 星野精一君及び５番 

千明道太君を指名します。 
─────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

 
議長（髙橋正治君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。 
お諮りします。 
本定例会の会期は、本日から６月１４日までの８日間にしたいと思います。 
ご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、会期は本日から６月１４日までの８日間に決定しました。 

─────────────────────────────────── 
日程第３ 議員派遣 

 
議長（髙橋正治君） 日程第３、議員派遣の件を議題とします。 
お諮りします。 
議員派遣の件については、会議規則第１２２条の規定により、お手元に配りました議員

派遣書のとおり派遣することにしたいと思います。 
ご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、議員派遣の件は、議員派遣書のとおり派遣することに決定しました。 

─────────────────────────────────── 
日程第４ 一般質問 

 
議長（髙橋正治君） 日程第４、一般質問を行います。 
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 通告に基づき、順番に発言を許可します。 
１番、星野栄二君。 
     （１番 星野栄二君登壇） 
 
１番（星野栄二君） はい、１番。 
 １番 星野栄二でございます。 
 まず、去る３月１１日に発生いたしました東日本大震災による被災地並びに被災者の皆

さんの一日も早い復旧・復興を願い、心からお見舞いを申し上げます。 
 それでは、これより通告による一般質問を行いたいと思います。 
一番目といたしまして、東日本大震災による被災者の支援等の対応についてでございま

すが、東日本大震災による未曾有の災害と福島第一原発による被害に伴い、いち早く片品

村において被災者を受入れ、現在でも支援しているところでございますけれども、先般の

臨時議会での受入期日が、７月中旬までとのことでしたが、被災地の現況、又は報道から

しますと長期化すると思いますが、片品村としての今後の支援体制と、今現在おられる被

災者の方々の雇用対策、また災害地域の企業に対しての企業誘致・支援等をどうに考えて

いるのか、村長にお聞きします。 
二番目といたしまして、国道１２０号線の椎坂トンネル開通後の対応についてでござい

ますが、群馬県が進める七つの交通軸構想の一つであります尾瀬軸、いわゆる国道１２０

号線の整備でございますけれども、片品村の生活・産業・観光のルートとして、もっとも

重要な幹線ルートであります。念願でありました椎坂バイパスが開通に向けて、ご存知の

とおり二本のトンネルのうち、椎坂・白沢トンネルの１，６５３ｍが貫通し、もう一つの

椎坂・利根トンネル５１０ｍもこの夏から掘削が始まります。平成２６年の供用開始に向

けて工事が進んでいるところでございますけれども、椎坂バイパス開通後には、環境・生

活・観光・産業の面から変わろうとしています。 
そこで椎坂バイパス開通後の片品村の対応についての考えと、国道１２０号線の片品村

内の道路状況もですね、交通事故の多発箇所・落石等の危険箇所・大雨等による交通規制

等、まだまだ整備が必要な場所があると思いますが、椎坂バイパス開通に伴い、道路管理

者である群馬県県土整備部等への片品村としての働きかけや災害対策及び道路整備促進の

具体的な考えがあれば、村長のお考えをお聞かせください。 
以上、おおまかに二点を私の一般質問とさせていただきますが、答弁の内容によっては、

自席にての再質問をさせていただきたいと思います。 
よろしくお願いします。 

 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
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星野栄二議員の質問にお答えいたします。 
  まず、今回の大震災により被災された皆様に対し、心からお見舞いを申し上げます。 
 では、第一点目の東日本大震災による被災者の支援等の対応について、一つ目の質問、

片品村における今後の被災者受入れについての考え方でありますが、今回の受入れは、あ

の甚大な被害を受けた被災者の方々に、少しでも安心した生活をしていただきたいという

気持ちで、片品村民宿旅館組合連合会と相談し、議員各位及び受入宿を始め、多くの関係

者の皆様のご理解とご協力を賜りながら進めてきているところであり、心から厚くお礼と

感謝を申し上げます。 
 当初、１か月を目安として受い入れてきましたが、原発事故が収束に至っておらず、福

島県及び南相馬市等と協議の結果、国の財政的支援の見通しがついたこともあり、議員各

位及び受入宿等のご理解を得て、７月中旬まで受入れを継続することとし、今日に至って

いるところであります。 
 現在、相変わらず原発事故は先行き不透明な状況で、昨今の報道等によりますと、避難

指示が長期化するとの懸念が示されています。 
５月２５日に桜井南相馬市長が、お礼と状況説明に来村された際にも、事故の収束がなく、

かつ、生活基盤が成り立っていないことに触れ、なかなか南相馬市に戻れないのが現実と

話されていました。 
 片品村として７月中旬以降、どうするのかにつきましては、片品村民宿旅館組合連合会

と相談し、受入宿等の事情もお聞きし、桜井南相馬市長とも協議をした上で判断し、議会

に相談してまいりたいと考えているところでありますので、ご理解のほど、よろしくお願

いを申し上げます。 
 次に二つ目の質問、被災者の雇用問題及び企業誘致についての考え方でありますが、被

災されて来られている方が、仕事に就き働くことは、生活資金面のみならず心のケアの面

からしても大事なことであると思っています。ややもすると、部屋に閉じこもりきりにな

るなど孤独になりがちです。そうならないためにも少人数で分宿し、少しでも普通に近い

生活ができるように努めているところですので、就業されることは、とても意義があるこ

とと思っています。 
 ４月７日には、地元企業等にお世話になり、村民や被災者を対象とした村主催による従

業員募集企業説明会を行ったところであります。 
 また、県の緊急雇用対策事業を活用し、被災者用巡回車両の運行事業や被災者用憩いの

場運営事業により、現在、被災者１０人が就業されているところであり、今後、同事業に

より、村内の環境美化などのために雇用を増やしていきたいと考えているところでありま

す。 
 企業誘致につきましては、従来より努めているところですが、大震災関連では、牛や馬

などの避難を村営牧場等で受入れ、産業化することの検討、また加工工場など会社ぐるみ

での避難を受入れて、村民等の雇用の場づくりの模索も検討をしたところでありますが、

実現には至っておりません。 
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今後も継続して、情報収集など行い必要があることについて、検討してまいりたいと考

えているところであります。 
 次に、二点目の国道１２０号線椎坂トンネル開通後の対応について、一つ目の質問、ト

ンネル開通による片品村の観光産業について、どう考えるかでありますが、椎坂峠のトン

ネル化は、私たち片品村民にとって長年の悲願でありました。 
 平成２６年が供用開始予定でありますが、完成いたしますと峠道特有の急カーブ３１か

所や急坂が解消され、平常時には約９分短縮、積雪時には約１８分短縮されると言われて

います。国道１２０号線は、私たちの生活道路のみならず、片品・尾瀬・日光方面を結ぶ

重要な観光ルートであります。難所が解消され、時間短縮され、豪雨などによる通行止め

の心配がなくなることは、行きやすいということで片品村が身近に感じてもらえ、観光産

業にとって多大な効果があると思っているところであります。 
 首都圏を中心に、関越道や東北道そして日光市などを視野に入れ、従来にも増して広域

的な観光の取組を行っていきたいと考えております。 
その一つが、総合計画後期基本計画のシンボルプロジェクトに掲げてあるように、村全

体を考えた憩いともてなし・交流と連携の拠点づくりであります。 
 椎坂峠のトンネル化を、村の基幹産業である農業と観光産業の更なるステップアップと

するチャンスと捉え、しっかりと取り組んでまいる所存であります。 
二つ目の質問、国道１２０号線の片品村内の道路整備と促進についてでありますが、村

内の国道１２０号線の中では、特に須賀川・鎌田間が狭い所が多く、大型車両の交互通行

には支障を来していましたが、大崖付近については現在拡幅工事が行われ、整備が進めら

れているところであります。 
須賀川橋関係については、現在土木事務所で調査を進め、検討をしていただいておりま

す。今後も早期に整備ができるよう土木事務所にお願いしてまいりたいと思いますので、

議会の皆様にもご協力をお願いしまして、星野栄二議員への答弁とさせていただきます。 
 
１番（星野栄二君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） １番 星野栄二君。 
 
１番（星野栄二君） はい、１番。 
 支援に関する今後の予算でございますけれども、災害救助金の支給が見込まれるとのこ

とですが、時期的にいつ頃になるのでしょうか。 
 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 今回の取組につきましては、幸いに片品村の取組は、群馬県に報告をし、そして群馬県
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から福島県に片品村の受入れが連絡された中で、去る３月１７日に南相馬市と双葉町の両

方から被災者の受入れについての連絡が入りました。そこで片品村としては、判断を福島

県庁にお願いすることにいたしました。結果として福島県の災害対策本部から南相馬市を

受け入れてほしいとお願いされました。 
 その後の法律の中で、災害救助法と今回の片品村の取組が合致したということで、災害

救助法が受けられることとなりました。 
 そうした中で、先日、福島県経由で文書が届きましたが、この関係については、かつて

の災害救助法は、炊き出しが一人一日１，０１０円、そして施設の使用料が３００円とい

うことで、合計で１，３１０円が一日の費用として見られていましたが、今回、群馬県の

幹部もこの関係が、片品村を基本にしたようだと言われるように、民間の宿泊施設を利用

したこの受入れも厚生労働省に認められ、そしてこの関係の災害救助法の支援の金額が、

炊き出しが１，５００円、施設の使用料が１，０００円、合計で２，５００円。つまり片

品村がお願いしたその金額が、いずれ全額また片品村に入ってくるそのような方向になっ

ております。 
 期日については、まだ先になりますけれども、当面は片品村が費用を立て替えておいて、

そして福島県経由で片品村に来るということを、是非理解していただきたいと思います。 
 以上であります。 
 
１番（星野栄二君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） １番 星野栄二君。 
 
１番（星野栄二君） はい、１番。 
 ただいまの説明は分かりました。 
 次に、今現在、被災者や被災地域から片品に移住したい、又は片品村で起業したい企業

等の要請というのは、あるのでしょうか。 
 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 その関係については、担当課でありますむらづくり観光課長に説明をさせます。 
 
議長（髙橋正治君） むらづくり観光課長 木下浩美君。 
 
むらづくり観光課長（木下浩美君） はい。 
 片品村に移住はどうなっているのかということですが、片品村は親切な人が多いと、是

非ここの村民になりたいという話は良く聞きます。 
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 現在、こちらのほうに住所を移転されて移住された方は、一世帯三人がいるというふう

に承知をしております。 
 以上でございます。 
 
１番（星野栄二君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） １番 星野栄二君。 
 
１番（星野栄二君） はい、１番。 
 片品村も少子高齢化が進む中で、そうした方々が安心して移住できるような最大限の努

力を進めていっていただきたいと思います。 
 次に、先ほど村長から説明がありました件でございますけれども、片品村第３次総合計

画の中に尾瀬の郷駅という構想があったかと思いますが、そのための早期実現が片品村の

観光と産業の活性化につがるとともに、雇用の場が生まれてきますので、一日も早く推進

していただきたいと思います。 
 続きまして、椎坂バイパスの件ですけれども、椎坂バイパスが平成２６年に供用開始す

ることに伴い、交通量も多くなり増加が見込まれます。そこでまだ未整備箇所があります

が、長年の懸案であります金精峠の年間開通はもちろんですけれども、特に村長からの説

明にありました国道１２０号線の須賀川橋付近の整備が急務だと思っています。 
地元須賀川の地区としてですね、以前に角田政弘議員のほうから片品村に請願・陳情を

していると思いますけれども、その後の経過が先ほどの説明の中で、進んでいるというこ

とでありましたので、そのようなことでよろしいのでしょうか。 
 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 そのとおりであります。 
 今そのように進んでおりますので、ご理解をしていただきたいと思います。 
 
１番（星野栄二君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） １番 星野栄二君。 
 
１番（星野栄二君） はい、１番。 
 一日も早く、そういった整備ができるように、村を挙げての取組をお願いしたいと思い

ます。 
 また、今後の整備促進にあたりまして、難問題等いろいろあるかと思いますけれども、



－ 10 － 
 

幸いにして地元議員に星野精一議員もおりますので、二人で力を合わせて推進・協力にお

手伝いをさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
 以上で、１番 星野栄二の質問をこれで終わります。 
 ありがとうございました。 
 
議長（髙橋正治君） 次に、８番 戸丸廣安君。 
     （８番 戸丸廣安君登壇） 
 
８番（戸丸廣安君） はい、８番。 
 ８番 戸丸廣安です。 
通告に基づきまして、村長に質問をさせていただきます。 
私たち議員は、村民の安心・安全を第一義的に考えなければならない宿命にあると言え

ましょう。今は、特にそういう時だと思っております。 
 なぜなら大震災が東日本の広範囲に起こってしまったからであります。被災者を先んじ

て受い入れました本村片品村は、その誠意と努力に一定の評価を受けておりますが、決し

て安心はできません。今後も片品自体が、被災地とは成り得ないと言いたいのですけれど

も、言い切れないからであります。  
それで、かなりの人の関心事だと思われます村の耐震・防災施策につきまして、村長に

質問をいたします。 
まず第一に、将来の後継者・指導者を育てています村内の小・中学校の校舎など、イン

フラ面での現状はどうでしょうか。大分、老朽化が進んでいるとも言われております。傷

み具体は、相当なものでしょうか。耐震という観点で、実情をどう表現をいたしますか。 
そしてそれを改善するための必要条件というものはなんでございましょうか。答弁をお願

いいたします。 
二つ目の質問ですが、いざという時のために、起きてはほしくないわけですが、それを

想定して、そして危険回避の一方策として、鎌田立沢線つまり上郷道路の防災面における、

例えば迂回道路としての役割を、どう思いどう担おうとしておられますか。 
また、問題があるとすれば、それはなんでしょうか。お答えをお願いします。 
三つ目ですけれども、防災機能としてのそしてライフラインとしての金精峠とその近く

の国道１２０号線の役割についての質問であります。 
もしもの場合、避難路として考えざるを得ない、孤立したくないとの声もよく聞くよう

になりました。そうしたことを考えることは決して無駄ではないし、いや大事なことだと

思います。ライフラインの確保とともに、その整備という観点で、金精峠とその周辺をど

う考えますか。 
白根の噴火がもしもということとなれば、避難場所の心配があるとの声も聞かれ始めま

した。ならば金精峠とそれに伴った国道１２０号線の役割は、高まるように思えてなりま

せん。この点の村長の所見をお聞かせください。 
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 防災に強いライフラインにするには、この峠が冬季も通行可能とならないといけないと

思います。通年往来を可能にするよう願いたいものであります。いかがでしょうか。 
 以上、質問をいたしました。 
なお、追加の質問をお願いするかと思いますけれども、その時はよろしくお願いを申し

上げます。 
 
議長（髙橋正治君） 村長、千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
戸丸廣安議員の質問にお答えいたします。 
村の耐震・防災施策と計画について、一つ目の質問、村内の小、中学校校舎、施設の耐

震面における実情についてでありますが、昭和５６年以降に建築された施設につきまして

は、改正建築基準法に則って作られていますので、耐震基準を満たしております。 
昭和５６年以前に建築された施設につきましては、耐震診断を実施して、基準を満たさ

ないものについては、耐震補強を実施することになっております。 
村の学校施設につきましても、平成１２年から１９年度にかけて耐震診断を実施いたし

ました。 
国土交通省の示した目安では、耐震指標が０．６以上であれば、地震による倒壊の危険

性が低いとされております。 
村内各学校の診断結果では、０．６未満の施設が、片品小学校の西校舎が０．４２、片

品中学校の教室棟が０．５１となっております。南小の体育館と武尊根小の校舎について

は診断が済んでおりませんが、建築年から考えて基準以下であろうと推測をされます。 
他の施設につきましては、建築年が昭和５６年以降であること、また中学校の体育館で

は平成２１年度に耐震補強工事が済んでおりますので、地震に対しての倒壊の危険性は低

いと判断されます。 
次に、それらの耐震強化の計画はとのことでございますが、学校施設は、災害等が発生

した場合の避難場所にも指定されているところでもあり、なにより未来を担う子どもたち

の学び舎であります。 
文部科学省では、平成２７年度までにすべての学校の耐震補強を完了するように指導を

しております。 
私といたしましても、そうした危機意識は以前から持っておりました。そこで、本年３

月議会において、片品村立学校のあり方検討委員会設置条例を制定させていただき、去る

６月２日に委員会を立ち上げさせていただきました。 
１年以内に学校のあり方について、答申をいただく予定になっております。 
その答申を参考にして、耐震補強計画についても早急に、具体的な計画を策定したいと

考えております。 
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次に、そのための必要要件はとのご質問でありますが、第一に、ただいま申し上げた学

校のあり方についての基本方針の確立と具体的な実施計画の策定であります。 
次に、その計画を実施するための資金が必要になります。このことにつきましては、議

員各位のご理解をいただきまして、平成２２年度に１億円を学校建設基金に積み立てまし

た。中学校の体育館改修から見ても多額の資金が必要になると考えられますので、今後も

計画的に準備していく考えでありますので、ご理解をお願いいたします。 
二つ目の質問、上郷道路の防災面での役割認識と課題と整備計画はについてであります

が、村道鎌田立沢線については、これまでも国道１２０号線の立沢鎌田間の災害や火災発

生時には迂回道路として幾度となく、その役割を果たしてきました。 
生活路としてはもちろん、中学校の通学路、サエラリゾートの進入路、野菜集配センタ

ー搬入・搬出路としてその役割は大きく、これまでも土地所有者の協力のもとに、新宇毛

内橋の整備をはじめ、多くの改良を行ってきたところでありますが、整備につきましては

今後とも進めていきたいと考えております。 
防災面ですが、群馬県では、地震発生時に通行を確保すべき道路として緊急輸送道路を

指定していますが、片品村の中では、第２次道路として国道１２０号線の鎌田から沼田方

面、第３次道路として鎌田から日光方面、水上片品線、平川沼田線が指定されています。 
村道については指定はありませんが、災害時にはそれぞれ平行している鎌田立沢線を始

めとする村道が、輸送用として確保できるよう今後も整備を進めていく所存であります。 
三つ目の質問、金精峠の果たす役割への所見と通年開通への努力と策はについてであり

ますが、国道１２０号線金精道路は日光国立公園内にあって、特にその景色は美しく、地

域の産業振興だけでなく、観光産業にも大きな役割を果たす重要な国道であります。 
このほか、災害時における防災道路としての大事な道路であることは言うまでもありま

せんし、金精道路の通年開通の必要性は極めて大切であると考えております。 
そのため、栃木県日光市との協調は必要不可欠であることから、数年前から首長同志交

流を始めさせていただき今日に至っておりますが、村長といたしまして、以前に増して県・

国当局に働きかけ、強く要望してまいりました。 
その甲斐あってか、昨年は初めて栃木・群馬両県の土木部局が打合せを行うなど動き出

していただきました。 
今後とも両市村、協力をしながら一層努力を続けていく所存でありますので、議会の皆

様方のご協力をお願い申し上げて、戸丸広安議員への答弁とさせていただきます。 
 
８番（戸丸廣安君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） ８番 戸丸廣安君。 
 
８番（戸丸廣安君） はい、８番。 
 ありがとうございました。 
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 追加の質問をさせていただきたいと思います。 
 まず、村内の小中学校校舎に関しての耐震の実情の説明をいただきましたので、その中

で南小・武尊根小は基準以下と思われますと言われました。ほかでも補強の必要性を強調

していただきました。具体的にこれらに対してどのような手だてを、今後成していかれる

おつもりなのか。 
 そして村立学校のあり方に関しての条例に基づいてできました委員会が、実際に動き始

めましたけれども、その委員会を参考にして対応を、耐震の要件といいますか、対応した

いということでしたけれども、その場合に同時並行的に対応されていかれるのか。それと

も最終答申を待った上で、具体的に対応ということで、村としての対応を決めていかれる

のか。 
その辺の点をまずお聞きいたしたいと思います。 
よろしくお願いします。 

 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 廣安議員の一点目の再質問でありますけれども、先ほども申し上げましたように、去る

６月２日に検討委員会を立ち上げさせていただきました。１年以内に答申をいただく予定

となっております。 
 その答申を待って具体的な計画を策定し、そしてそれに取り組んでいきたいと考えてお

りますので、よろしくご理解をお願いいたします。 
 
８番（戸丸廣安君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） ８番 戸丸廣安君。 
 
８番（戸丸廣安君） はい、８番。 
 答申を待ってからということを強調されましたけれども、できるかぎり早急な対応が必

要かと思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。 
 二つ目の追加の質問ですけれども、二番目に伺いました防災面で見ました上郷道路に関

するその役割の認識・課題の点ですけれども、整備につきまして今後も進めていきたいと

このように答弁をいただきました。 
今後とも進めていくという点におきまして、とても関心を強く持つところでありますけ

れども、ならば具体的にはどのようなお考えを持っておられるのか、もう少しお考えを表

現といいますか、表していただきたいというふうに思います。 
 また、いわゆる難所場所もございますけれども、その辺も受けて答弁が可能でありまし

たらお願いをしたいというふうに思います。 
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 よろしくお願いします。 
 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 それでは廣安議員の二点目の再質問に対してお答えいたします。 
 先ほども申し上げましたように、この上郷道路については、当然整備を続けていきたい

という説明をさせていただきました。 
ただこの中で、ご理解をしていただきたいのは、村道でありますので、やはり用地の確

保が大切であります。議員の皆様方、あるいはまた地元の方々の協力をいただけて用地が

確保できたならば、村としてはいち早くそれに取り組んでいきたいと、そのように考えて

おりますので、これからもよろしくお願いいたします。 
 
８番（戸丸廣安君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） ８番 戸丸廣安君。 
 
８番（戸丸廣安君） はい、８番。 
 ありがとうございます。是非お願いをしたいと思います。 
 三つ目、これは三番目の質問に関してでありますけれども、日光とつながる金精峠、１

２０号線の中でも難所地域と見られております金精峠、この両側にまたがる片品村と日光

市との協調あるいは協議が議会はもちろんですけれども、両自治体において進めていると

いうこの事実はとても大事なことだとこのように理解をしております。 
かつまた、答弁にもありましたが、国・県に働きかけを強めていただいた結果でありま

しょう、栃木県と群馬県の土木部局における協議というものが進んでいるということにお

いて、これもまた大きな進展がなされ、かつまた、今後が期待できるというこのような点

であろうかと思いますけれども、このような動きを受けまして、今後次への働きかけとし

て本村としては、何をどのようにしていくか。独自で、あるいは日光市との関係で、ある

いは群馬県との関係で、あるいは国との関係で、どのようなことを行っていくか。その辺

について言及できる範囲でもかまいませんけれども、是非よろしくお願いいたします。 
 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 金精峠の年間開通の再質問について、お答えさせていただきます。 
 先ほども申し上げましたように、私は常に国・県あるいはそうした会合の中で、椎坂ト

ンネルの次は金精峠の年間開通だと、それを常に強く訴えております。 
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 そうしたことから、昨年に群馬県と栃木県の土木部局の会合が始まったと。これはまず

はスタートであります。それは県の土木部局も私に「これがスタートで、今後これを継続

していくんだ」とそのように話を受けておりますので、まずは椎坂峠の道路の完成、その

次に金精に取り組む。そのように常に行動しておりますので、ご理解をしていただきと思

います。これからも一生懸命がんばるつもりでありますので、ご支援をよろしくお願いい

たします。 
 
８番（戸丸廣安君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） ８番 戸丸廣安君。 
 
８番（戸丸廣安君） はい、 
 村長の熱い思い、また努力をこれから続けるということにおいて、期待感とともに議会

ができる最大限の努力をしていく、その一員として私も最大限努力をさせていただくよう

にいたします。 
 以上、この３点を含め防災・耐震分野におきまして、最大限の努力を村当局としてして

いただきますように、今までの努力に対して敬意を表するとともに、更なる努力を期待し

まして私の質問そしてお願いとさせていただきます。 
 ありがとうございました。 
 
議長（髙橋正治君） 次に、１２番、星野育雄君。 
     （１２番 星野育雄君登壇） 
 
１２番（星野育雄君） はい、１２番。 
通告書に基づき、３件質問します。 
１ 特別養護老人ホームの整備について 
（１）少子高齢化が進行し、要介護者が増大している中で、村が公設民営の特別養護老

人ホームを建設する必要があると思いますが、いかがでしょうか。 
（２）その事前対策として、村の介護保険事業計画を策定して、県に整備要望を行う必

要があると思いますが、いかがでしょうか。 
２ 固定資産税について 
地方税法第３４８条は、固定資産税は公共の用に供する道路に対しては課することはで

きないと定めています。 
 本村では、道路になっていても相続登記ができていない土地などに、固定資産税を課税

している場所があります。 
 村としてこのような土地については調査し、早急に非課税処置にすべきだと思いますが、

いかがでしょうか。 



－ 16 － 
 

３ 教育振興対策について 
片品村立学校のあり方検討委員会に、著しい少子化が進行する中での望ましい村立学校

のあり方について諮問されました。 
 この諮問事項の中に、小学校の統廃合問題が含まれているのですか。 
 以上３点、村長の答弁をお願いします。 
 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
星野育雄議員の質問にお答えいたします。 
始めに、村が公設民営の特別養護老人ホームを建設する必要があるとの質問ですが、現

在、要支援・要介護の認定者数は２３４人でそのうち、介護度の高い要介護４及び要介護

５の認定者数は６５人でございます。 
この認定者６５人のうち４２人が、介護老人福祉施設を利用していますが、認定されて

も自宅で介護を受けている方や病気治療のため入院されている方もおりますので、認定数

とは一致しません。 
 現在、村内には、特別養護老人ホーム桜花苑・いろはデイサービス・とね訪問看護ステ

ーション片品の民営施設がございます。 
桜花苑では、長期入所及び短期入所並びにデイサービスや訪問介護事業も行っておりま

す。 
しかし、要介護認定者が年々増えていく中で、その対応については事業所開設希望者や

既存事業所の増設・増床の計画案があれば、群馬県で定める高齢者保健福祉圏域である利

根沼田広域圏や群馬県あるいは村内事業所と協議を進め検討していく所存でいますので、

議員の皆様方の特段のご指導とご協力をお願い申し上げます。 
第二点目の固定資産税についてのご質問でありますが、固定資産税については、地方税

法に非課税についての規定があり、「公共に供する道路については課税することができな

い」とあります。 
公衆用道路等に対する非課税は、登記簿による基本原則がありますが、測量図等の提出

による根拠が明らかな場合には、最終的に現地調査をして、現況課税で対応しても良いこ

とになっておりますので、これらに基づいて実施しております。 
しかしながら、年月が経過した等の理由で、境界確定が困難で地積が確認できない場合

や相続登記が済んでいないために、分筆や所有権移転等の未登記があり、税法上でいう正

当な根拠が確認できないために、登記地目で課税せざるを得ないものもあります。 
お互いの権利が絡むものであり、行政庁が職権で一方的に決めることは適当でなく、そ

の適用は厳格にすべきであり、公正な調査を行うためにも所有者の非課税申請書が必要と

なります。 
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そこで、ご質問にある非課税措置のための調査をし、早急に非課税にすべきであるとい

うご質問につきましては、事案の発生時点で、道路の現地調査への立会いと非課税申請を

お願いし、完了後における早急な事務処理を考えております。 
また、境界確定等が困難な場合は、当面の処理として公図に基づく道路現況図により、

道路部分の面積を算出し、非課税処理を行う予定でおります。 
その後において、道路敷が確定した段階で、正式な事務処理を行う予定でおります。 
第三点目の教育振興対策についてのご質問で、片品村立学校のあり方検討委員会へ小学

校の統廃合問題を諮問するのですかとのことでありますが、６月２日に第１回の委員会を

開催いたしました。 
その中で、「著しい少子化が進行する中での望ましい村立学校のあり方について」を諮

問いたしました。 
育雄議員も総務文教常任委員長として委員に参画いただいております。その中で、諮問

はただいま申し上げた少子化が進行する中での望ましい村立学校のあり方について、諮問

をしたのもであります。その辺を理解をしていただきたいと思います。 
以上で、星野育雄議員への答弁とさせていただきます。 
よろしくお願いします。 

 
１２番（星野育雄君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） １２番 星野育雄君。 
 
１２番（星野育雄君） はい、１２番。 
 特別養護老人ホームの整備について、村長の答弁があったわけですが、片品村の総合計

画後期計画策定のための人口予測によると、若年者人口が減少し、高齢者人口が増加して

います。 
 現在、老年人口のうち要介護・要支援認定者は２２９名おります。そのうち介護老人施

設・介護老人保健施設・介護療養型医療施設入所者が６２名おります。 
４年後の人口は、４，４６３名で、高齢化率４０．５％と推計されています。高齢化率が

高まるほど要介護・要支援認定者が増加すると考えられます。 
 高齢者が、安心して暮らせる村づくりを実現するため、要介護・要支援認定者を守る具

体的な政策を村長に伺いたい。 
 以上です。 
お願いします。 

 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
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 育雄議員の介護の関係の再質問に対して、お答えさせていただきます。 
 ただいま申し上げましたように、事業所の関係者と当然のことながら相談をした中で、

そして広域圏である利根沼田広域あるいは群馬県と協議を進めていくということになりま

すので、その辺について繰り返しになりますけれども、そういった方向で進んでおります。 
 また、詳細につきましては、保健福祉課長に説明をさせますので、よろしくお願いいた

します。 
 
議長（髙橋正治君） 保健福祉課長 吉野耕治君。 
 
保健福祉課長（吉野耕治君） はい。 
 質問に対してお答えいたします。 
 今年度平成２３年度に、次の平成２４年から２６年度までの３か年を１期とした第５期

計画を策定しなければなりません。この策定にあたっては、各事業所等と協議を重ね、よ

り良い計画を作りたいと思いますけれども、また議員の皆様方のご指導をよろしくお願い

したいと思います。 
 
１２番（星野育雄君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） １２番 星野育雄君。 
 
１２番（星野育雄君） はい、１２番。 
 以前ですね、説明した時も同じような答弁でありました。 
 今課長が説明のとおり、これから今年、村で介護保険事業計画を作らなければ、来年か

ら３年間に、もし今言われる事業所で増床したいとか、又は増設したいとかというような

ことがあっても、県の計画に村から計画を挙げないと県の計画に載らないんですね。 
 それで私も桜花苑の評議員をお世話になっていて、直接評議員会、理事会と一緒にです

ね、そこで理事長にもっと増床したほうが良いんじゃないかという、増床する計画はない

かと聞いているんですが、とにかくお金が掛かって増床する余裕がないという答えなんで

す。 
 したがって、村のほうで桜花苑のほうに聞かれてもですね、そういう計画はありません

という言葉が返ってくるのでないかと思います。 
 したがって、こういう高齢者人口が１０人に４人という時代に入るわけですから、今か

ら少なくても片品村で施設を造って、それを指定管理者といいますか、そういう制度を利

用して専門の業者に経営を委託するという形をとらないと、なかなか現在の桜花苑だけじ

ゃないと思いますが、そのほかの事業者も特別養護老人ホームを増設、又は増床するとい

うことができないような経済状況になっているということでございます。 
 それでご承知のとおりですね、桜花苑ばかりではなくて特別養護老人ホームに入所した



－ 19 － 
 

場合は、そこの個人負担金がですね、年金でまかなえる範囲ぐらいの８万円ぐらいで済む

と。だけども一般の老人保健施設に入るとその倍くらい個人負担が掛かるので、非常に経

済的に困っているという話をあちこちで聞きます。 
そういうことなんで、もし公設が全部無理ならですね、ほかの市町村でもやっています

ように、そういう特別養護老人ホームを造る場合、又は増床する場合に村からですね、前

回奈義町に行ったところ８割の補助金を出しているそうです。 
だからそういうことで、安心して身体が不自由になっても片品村でですね、そういう施

設で、地元でお世話になれるように今から考えておく必要があると思うんですね。 
そういうことで提案をさせていただいているわけですので、是非これは村としても将来

を考えてですね、ますます少子高齢化は進行するばかりですから、その辺を真剣に考えて

いく時期ではないかと。 
それには村として今年度中に、みんなで相談して関係者で相談して村としてですね、介

護保険事業計画というものを立てて、県の計画にせめて載せておくような方向で努力をし

てもらいたいというふうに思いますが。 
これは担当課長でも村長でも結構ですから、この辺の将来に向かってのお年寄りの要介

護・要認定者を守る具体的な政策を立てていってもらうべきだと思いますが、いかがでし

ょうか。 
 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 育雄議員が以前と同じ質問というような今お話がありましたけれども、当然のことなが

ら質問が以前と同じであれば、考えも同じであります。 
 そうした中で、やはり村内にある施設と協議をしていくことが大切でありますし、もう

一点は、少し考えていただきたいのは、椎坂峠ももうすぐトンネル化になります。この問

題についても、今利根沼田の広域圏で取り組んでおりますので、この広域圏の取組を最大

限活かしていきたいとそのように考えておりますので、よろしくお願いいたします。 
 
１２番（星野育雄君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） １２番 星野育雄君。 
 
１２番（星野育雄君） はい、１２番。 
 村長、前も同じ答弁をしましたが、広域圏に私聞いてみて文書もいただいていますが、

広域圏では、この問題については関わっていないそうです。 
ですから県にも聞いてみましたが、村対県ということでやる問題だというふうに私は理解

しています。 
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議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 広域圏が関わっていないということは、補助金の関係で関わっていないということで判

断をしていただきたいと思います。 
 以上です。 
（１０番 星野育雄君 「以上で終わります」と呼ぶ） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、３番 星野精一君。 
     （３番 星野精一君登壇） 
 
３番（星野精一君） はい、３番。 
 通告に基づいて、I ターン対策の推進についてというテーマで、質問をさせていただき

ます。 
政治の本質とは一体なんだろうか。私は、常に自分自身に問いかけます。 
 しかし、答はいつも決まっています。未来に向けて希望の架け橋を造るためのものだと。 

次の世代に「心豊かな社会」というバトンを渡すために、あらゆる知恵をしぼり力を注ぐ

のが、政治の大本であると、私は確信をします。 
 昨年の暮れに政治団体を立ち上げてから約１２０日間、村中をくまなく歩きました。二

十代、三十代の若者たちと、これからの片品を語り合いたかったからです。 
 しかし、この間に痛感したのは、予想をはるかに超える少子高齢化と過疎の現実です。

未来を語ろうにも若者の絶対数があまりにも少ないのです。数字を上げてみるとより一層

の切迫感が浮き上がってきます。 
 住民基本台帳によれば、二十年前、片品の人口は６，７７３人、生まれた子供が７２人。

十年前の平成１３年で６，１４８人、子供は４８人。それが平成２３年３月３１日で５，

１８８人、出生数に至っては２２人。人も減りましたが、生まれてくる子供の数が著しく

少なくなっています。 
 ここにいる皆さんも自分の中学校の時の同級生の数と比べてみると、その実態が実感に

なると思います。ちなみに、五十年前の片品村の人口が８，５００人あまり、昭和３４年

生まれの私の同級生は１８５人おりました。 
 過疎にも質があります。全体に減っていければ、社会構成率はそう変わりません。 
 しかし、少子化が進むほど逆三角形は、まるでコマのごとく一点に重みが集中します。 
 平成２３年３月に出された第３次片品村総合計画の人口推計値を見ると、平成３２年、

今から十年後には、村の人口が４，０００人を割り込み、０歳から１４歳までの年少人口

は７．６％と予測されています。年少人口が平成１７年で１４．４％、２３年３月で１１．

２％。日本国の人口が減少に転じた今、過疎という列車を止めることは、かなり容易では

ないでしょう。 



－ 21 － 
 

 しかし、そのスピードをできるだけゆっくりとするためには、行政の優先課題として「よ

り多く生んでもらう片品」「残ってもらえる片品」「戻ってもらえる片品」そして「移り住

んでもらえる片品」、この四つのテーマをバランス良い政策の元に実践していく必要があり

ます。 
 「より多く生んでもらう片品」については、私の弟がこの時代に７名の子持ちですので、

どういうふうな心がけをしたらば明るい家族計画ができるのか、また質問するのもいいか

もしれません。 
 また、私の弟も公務員、公の僕ですので、できる範囲で答える務めもあると考えます。 
私は、十年ほど前から自分のライフワークとして、元気のある若者に移り住んでもらえ

る環境づくりをしてきたと自負しております。そしてこれを一歩前に進めるためには、政

治の力が必要であると考えました。今回、村会議員に立った大きな理由の一つでもありま

す。 
 茨城からスノーボードが縁で移り住み、神奈川から嫁さんをもらい子供を二人もうけた

若者がいます。村に人口が４人増えました。冬山ガイドの仕事を立ち上げて、たくましく

生きています。まだ小さな経済ですが、それでも我が村に外からお金を呼び込んでいます。 
 やはりボードがやりたくて片品村にやってきた二人がいます。結婚をし、農業を始めま

した。「将来、加工にも力を入れて雇用も生み出したい」と言ってくれます。 
 青森から雪が縁でやって来て、カフェを始めた男がいます。片品の若者の憩いの場とし

て地域に根付いた暮らしをしています。 
 彼らは、確実に我が村に活力と新しい風を運び入れてくれました。まだたくさんの若者

が移り住んでいますが、そのほとんどは人の縁あってのものです。 
 私は行政が、積極的に早急に最優先課題の一つとして「移り住んでもらえる片品」の基

盤整備をする必要があると考えます。 
 具体的には、役場内に「Ｉターン対策係」の設置。既に移り住み生活基盤を作り上げた

方たちの中から「Ｉターンアドバイザー」の選出及び依頼。これは農業・ガイド・ＩＴ・

その他の分野からです。空き家を村の信用での貸し出しなど、若者が入ってきてくれるき

っかけを行政の信用を持ってして、戦略的に実行すべき時ではないでしょうか。 
 先ほど、私は過疎の質と申しましたが、少子化にも質があると考えます。ここでは出生

数に占めるＩターンの率と私は位置づけますが、昨年生まれた２２人の子供のうち、私の

知っている限り４人の赤ちゃんの両親がＩターンです。 
私たちこの村で生まれ育った者は、入って来てくれた人々に対して、いとも簡単に「よ

そ者」などと表現をしますが、彼らは決してよそ者ではありません。片品に人一倍の愛情

と思い入れを持ち「移り」「住み」「暮らす」かけがえのない大切な村の構成員であります。 
 ２２分の４人という数字は、それほど重いものがあると私は考えます。 
 どんな立派な橋や建物も将来そこを渡る人や使う人がまばらでは、何とも切ないものが

あります。 
 「心豊かな片品」というバトンを手渡す人を育てるため、現時点での村長の取組及び方
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針などを是非お聞かせください。 
 以上です。 
 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 星野精一議員の質問にお答えいたします。 
Ｉターン対策の推進について、一層の少子高齢化、逆ピラミッド型の社会になることが予

想される中で、行政の優先課題として、「移り住んでもらえる片品」の基盤を早急に整備す

る必要があるのではないか、その取組についての考えをとのことでありますが、今年４月

にスタートした第３次総合計画後期基本計画において、若者の新たな雇用の場づくりを基

本テーマとして、若者雇用創造に向けてのシンボルプロジェクトを掲げ、重点的に取り組

んでいるところでございます。これは、Ｉターンにしても、Ｕターンにしても、若者の就

労の場づくりが大事であるとの考え方からでございます。 
 このシンボルプロジェクトを推進するために、今年４月には、むらづくり観光課内に若

者雇用創出室を新たに設けたところであります。若者等の店づくり、体験学習やヘルスツ

ーリズムの推進、６次産業化の推進、長期滞在や国際観光の推進などを図るとともに、村

全体を考えた「憩いともてなし」「交流と連携の拠点づくり」に取組、若者等の雇用創出を

図ってまいりたいと計画しているところであります。 
 また、今年度、村外者の定住促進を図るために、県の緊急雇用対策事業を活用し、空き

屋物件の調査、掘り起こし、情報提供などを行う事業をＪＡ利根沼田に委託したところで

あります。 
また、同時に今年度、定住促進事業家賃補助金制度を新たに設けたところであります。 

 これらをしっかり推進していくことが、「移り住んでもらえる片品」の基盤整備に繋がる

と考えているところであります。 
 今回の大震災被災者受入れに伴う若者等のボランティア活動の取組は、実に頼もしく、

行動力もあり、若者の力を再認識したところでもあります。 
我々、年長者のみが定住促進を考えるのではなく、既に移り住んでいる若者の感性や行

動力なども大いに頼ってまいりたいと考えるしだいであります。その具体的方法として、

Ｉターンアドバイザーなども含め、検討してまいりたいと考えております。 
 以上、ご理解をお願い申し上げまして、星野精一議員への答弁とさせていただきます。 
よろしくお願いをいたします。 
 
３番（星野精一君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） ３番 星野精一君。 
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３番（星野精一君） はい、３番。 
 既に移り住んで来た若者と話をすると、行政の対応の窓口を作ってほしいという声を聞

きます。１か所に集約した最初の質問のＩターン対策係のようなものを設ける予定はある

でしょうか。これがまず一つ目の質問です。 
 もう一つが、いろんな自治体のインターネット等を見ますと、移り住んでもらえるとこ

ろに力を入れている自治体がかなりあります。その時に、私の考えではＩターンアドバイ

ザー等にインターネットにどんどん出てもらって、先例・実績が出ている人たちに活躍し

てもらって、どんどん来てもらうというようなことも検討しただきたいと思います。 
 もう一つが、やっぱりこれも移り住んで、今現在いる若者たちと話した中で、一番困る

のが家の問題なんですけれども、村外から移り住んできた人間は、信用がまだ築けており

ませんから家を借りるのに非常に難儀しています。その時、先ほど村長がＪＡに委託して

空き家情報をとありましたけれども、是非とも村の信用で家を借り上げて、移ってきたな

らば１年なり２年の家賃を補てんするようなケアをしていただければありがたいと思いま

す。 
 よろしくお願いします。 
 
議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい。 
 それらも含めて、むらづくり観光課長から説明をさせますので、よろしくお願いします。 
 
議長（髙橋正治君） むらづくり観光課長 木下浩美君。 
 
むらづくり観光課長（木下浩美君） はい。 
 ただいまの質問に、お答えをさせていただきたいと思います。 
 定住促進につきましては、先ほど村長が申しましたように、若者雇用創出室という部屋

が今年度４月からスタートをしております。そちらが専用の窓口となって対応をしてまい

りたいと、しっかりやっていきたいと思っています。どうぞよろしくお願いしたいと思い

ます。 
 二点目のご質問ですけれども、「既に来られている移住されている移り住んで来られてい

る方に話を聞いて、いろいろ進めていったらいいんじゃないか」「インターネット等も活用

していったらいいんじゃないか」ということでございますけれども、まさにそのとおりだ

というふうに考えております。 
近々そのような方に集まっていいただいて、いろいろ話を伺いたいと予定をしているとこ

ろでございます。 
 インターネットを使ってのそういう情報発信についても、今計画をしているところでご

ざいます。 
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 次に、三点目ですけれども、家の問題、家賃の補助制度は先ほど村長が申しましたよう

に、今年度からそのような制度ができております。これを広く周知をしてまいりたいと思

います。 
 また、村の例えば信用で借りてやったらどうかということにつきましては、今後そのよ

うなことについて必要があれば、検討をしてまいりたいと考えておりますので、よろしく

お願いをしたいと思います。 
 以上でございます。 
 
３番（星野精一君） はい、議長。 
 
議長（髙橋正治君） ３番 星野精一君。 
 
３番（星野精一君） はい、３番。 
 前向きなお答えをありがとうございます。 
 今回の震災でボランティア組織が立ち上がりましたけれども、ここに集まったメンバー

を見ると、I ターンの方たちが大勢を占めております。本当に片品村に活力を与えてくれ

る人たちが、たくさん集まって、移り住んでくれたと。この人たちの活力を、村の活力を

つなげるためにより一層の今後の行政の支援をよろしくお願いします。 
 以上もちまして、私の質問を終わります。 
 ありがとうございました。 
 
議長（髙橋正治君） 一般質問を終わります。 

─────────────────────────────────── 
議長（髙橋正治君） 暫時休憩いたします。 
     午前１１時１９分 
 
     午前１１時３０分 
議長（髙橋正治君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

─────────────────────────────────── 
日程第５ 議案第３３号 片品村税条例の一部を改正する条例について 

 
議長（髙橋正治君） 日程第５、議案第３３号 片品村税条例の一部を改正する条例につ

いてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
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村長（千明金造君） はい、村長。 
議案第３３号 片品村税条例の一部を改正する条例について、提案の説明を申し上げま

す。 
今回の一部改正は、東日本大震災による地方税法の一部改正が４月２７日に公布された

ことにより、被害が未曾有のものであることに鑑み、被災者への対応について現行税制で

は対応できないと考えられるもの等についての特例税制措置が同日付で施行されたため、

住民税及び固定資産税に係る村税条例の一部改正をお願いするものであります。 
附則につきましては、施行期日を定めたものであります。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

いします。 
 
議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 
 住民課長 星野純一君。 
 
住民課長（星野純一君） はい。 
     （詳細説明） 
 
議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。 
まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、議案第３３号 片品村税条例の一部を改正する条例についてを採決します。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
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したがって、議案第３３号 片品村税条例の一部を改正する条例については、原案のと

おり可決されました。 
─────────────────────────────────── 

日程第６ 議案第３４号 片品村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

 
議長（髙橋正治君） 日程第６、議案第３４号 片品村国民健康保険条例の一部を改正す

る条例についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 議案第３４号 片品村国民健康保険条例の一部を改正する条例について、提案の説明を

申し上げます。 
 今回の一部改正は、国民健康保険法等の改正による出産育児一時金の支給についての改

正であります。 
平成２１年１０月から平成２３年３月までの間、暫定的に引き上げた支給額について、

平成２３年４月から恒久化することによる一部改正でございます。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 
議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 
 保健福祉課長 吉野耕治君。 
 
保健福祉課長（吉野耕治君） はい。 
     （詳細説明） 
 
議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。 
まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、議案第３４号 片品村国民健康保険条例の一部を改正する条例についてを採

決します。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、議案第３４号 片品村国民健康保険条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 
─────────────────────────────────── 

日程第７ 議案第３５号 片品村下水道条例の一部を改正する条例について 

 
議長（髙橋正治君） 日程第７、議案第３５号 片品村下水道条例の一部を改正する条例

についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 議案第３５号 片品村下水道条例の一部を改正する条例について、提案の説明を申し上

げます。 
 下水道排水設備工事責任技術者試験制度の改正により、合格者に交付される下水道排水

設備工事責任技術者免状が、下水道排水設備工事責任技術者証と変更されたことと、条項

を引用する場合の法制執務のルールにしたがった訂正による一部改正でございます。 
 附則につきましては、施行期日を平成２３年７月１日に定めるものでございます。  
 
議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。 
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まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、議案第３５号 片品村下水道条例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、議案第３５号 片品村下水道条例の一部を改正する条例については、原案

のとおり可決されました。 
─────────────────────────────────── 

日程第８ 議案第３６号 平成２３年度片品村一般会計補正予算（第３号）について 

 
議長（髙橋正治君） 日程第８、議案第３６号 平成２３年度片品村一般会計補正予算（第

３号）についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 議案第３６号 平成２３年度片品村一般会計補正予算（第３号）について、提案の説明

を申し上げます。 
 既定の予算総額に４，７１９万６，０００円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ３４億

５，６７１万７，０００円にお願いするものでございます。 
 歳入につきましては、地方交付税を４，３５０万円、国庫支出金を２００万円、県支出

金を１６９万６，０００円、それぞれ追加するものでございます。 
 歳出につきましては、総務費の庁舎北側玄関スロープ新設工事及びＬＥＤ蛍光灯購入費

等を６７４万１，０００円、村たばこ税交付金を１８１万円、衛生費の寄居山温泉センタ

ー改修費を３，３８０万円などにつきまして、増額補正をお願いするものでございます。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
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議長（髙橋正治君） 議案第３６号の質疑以降については、後日の本会議において審議し

ます。 
─────────────────────────────────── 

日程第９ 報告第２号 平成２２年度片品村一般会計繰越明許費繰越計算書について 

 
議長（髙橋正治君） 日程第９、報告第２号 平成２２年度片品村一般会計繰越明許費繰

越計算書についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 報告第２号 平成２２年度片品村一般会計繰越明許費繰越計算書について、提案の説明

を申し上げます。 
この報告は、今年の３月議会において、平成２２年度から平成２３年度に繰り越して実

施することについて、ご承認をいただきました繰越明許費の計算書でございます。 
内容につきましては、庁舎多目的トイレ整備事業、地上デジタル放送難視聴解消事業、

土出公民館整備事業、村道整備事業、公園整備事業、片品中学校安全対策施設整備事業、

片品中学校公用車更新事業の合計七つの繰越事業がございますが、これらについて総額２

億２，６８０万８，０００円の繰越計算書を調製しましたので、地方自治法施行令第１４

６条第２項の規定によりご報告申し上げます。 
 
議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 

 以上で、報告を終わります。 
─────────────────────────────────── 

日程第１０ 同意第３号 片品村教育委員会委員の任命について 

 
議長（髙橋正治君） 日程第１０、同意第３号 片品村教育委員会委員の任命についてを

議題とします。 
本案について、提出者の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 
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     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 同意第３号 片品村教育委員会委員の任命について、提案の説明を申し上げます。  
片品村教育委員会委員 星野和助氏の任期が、平成２３年６月１７日に満了になるため、

その後任として星美弥子さんをお願いするものであります。 
星美弥子さんは、人格並びに教育に関する識見とも適任者であると思いますので、ご審

議の上、ご同意くださいますようお願い申し上げます。 
 
議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
  これで質疑を終わります。 
  これから討論を行います。 
  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、同意第３号 片品村教育委員会委員の任命についてを採決します。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、同意第３号 片品村教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意

することに決定しました。 
─────────────────────────────────── 

日程第１１ 同意第４号 片品村教育委員会委員の任命について 

 
議長（髙橋正治君） 日程第１１、同意第４号 片品村教育委員会委員の任命についてを

議題とします。 
本案について、提出者の説明を求めます。 
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村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 同意第４号 片品村教育委員会委員の任命について、提案の説明を申し上げます。 
片品村教育委員会委員 井上隆至氏の任期が、平成２３年９月５日に満了になるため、引

き続き井上隆至氏に教育委員をお願いするものであります。 
井上隆至氏は、人格並びに教育に関する識見とも適任者であると思いますので、ご審議

の上、ご同意くださいますようお願い申し上げます。 
 
議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
  これで質疑を終わります。 
  これから討論を行います。 
  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、同意第４号 片品村教育委員会委員の任命についてを採決します。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、同意第４号 片品村教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意

することに決定しました。 
─────────────────────────────────── 

日程第１２ 同意第５号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 
議長（髙橋正治君） 日程第１２、同意第５号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選

任についてを議題とします。 
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本案について、提出者の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 同意第５号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任について、提案の説明を申し上

げます。 
片品村固定資産評価審査委員会委員の千明好次氏が、平成２３年６月２４日で任期満了

になります。 
つきましては、同人千明好次氏を委員に再任いたしたく、同意をお願いするものでござ

います。 
千明好次氏につきましては、人格及び識見共に適任者だと思いますので、よろしくお願

い申し上げます。 
 
議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
  これで質疑を終わります。 
  これから討論を行います。 
  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、同意第５号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任についてを採決しま

す。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、同意第５号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任については、原案

のとおり同意することに決定しました。 
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─────────────────────────────────── 
日程第１３ 同意第６号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 
議長（髙橋正治君） 日程第１３、同意第６号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選

任についてを議題とします。 
本案について、提出者の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 同意第６号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任について、提案の説明を申し上

げます。 
 片品村固定資産評価審査委員会委員の小林正雄氏が、平成２３年６月２４日で任期満了

になります。 
つきましては、萩原照夫氏を委員に選任いたしたく、同意をお願いするものでございま

す。 
萩原照夫氏につきましては、人格及び識見共に適任者だと思いますので、よろしくお願

い申し上げます。 
 
議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
  これで質疑を終わります。 
  これから討論を行います。 
  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、同意第６号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任についてを採決しま

す。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 
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     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、同意第６号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任については、原案

のとおり同意することに決定しました。 
─────────────────────────────────── 

議長（髙橋正治君） 以上で、本日の日程は、全部終了しました。 
本日は、これで散会します。 

 
     午前１１時０５分  散会 


